
・一年前にもこの集会で紹介させていただきました 「東京民医連薬害根絶の会」
と申します。

・今回、薬害イレッサ訴訟においては、和解勧告、国とﾒｰｶｰの和解拒否、判決 と
いう大きな流れがありました。

・その流れを受けて 私たち薬害根絶の会が取り組んだことを、発行した「根絶の
会にゅ～す」で 紹介させていただきます。
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思い起こせば、昨年の11月26日 文京区区民センターで 「薬害ｲﾚｯｻ訴訟の

早

期全面解決を求める総決起集会」 が開催され、

この日 大阪と東京の両地裁に「和解勧告を求める上申書」を提出したことが

原告団より 報告されました。
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しかし、国、ﾒｰｶｰは 和解勧告を拒否しました。

そして、学会からの和解勧告への異論が ネットを飛び交いました。

特に 「ﾄﾞﾗｯｸﾞﾗｸﾞ問題」 「医療の消極化を懸念」 という言葉は 医療現場を
「和解勧告」批判へ扇動したいのか･･と考えてしまうものでした。
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2月25日大阪判決が言い渡されました。

ニュースは 3/2 衆議院会館で行われた 「西日本訴訟判決報告会」 のものです

その判決では 国の責任については認められませんでした。

しかし、不十分な行政指導を明確に断じるものでした。

だったらどうして責任を認められなかったのか・・
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そして迎えた3/23 東日本訴訟 東京地裁判決は国の責任も認めた 原告の勝訴

でした。

営利企業の製薬会社が 安全確保のために 営業上不利益となる情報を 進んで
記載することは 十全に期待し難い

⇒権限がある行政は それを確実に指導する責務がある という文言が「見抜いて
くれたんだ」 と感じました。
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しかし、実際にｲﾚｯｻを薬害とは違うという 医療人はいます。

医療の発展のためには薬の進歩は重要だから、悩むところだというのでしょうか？

しかし、薬の進歩は 「命を守るもの」 であることが大前提です。

薬という商品が 「命を守るもの」 であるためには、現場の医療人の「厳しい目」は
欠かせないのに と思うと 不安になりました。

そこで、このｲﾚｯｻ訴訟の判決は何を問いかけているのか！

薬害を繰り返さないために、みんなで考える機会をつくろう ということになりました。
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これが最新のにゅーすです。

薬害ｲﾚｯｻ判決の学習会報告を記事にしています。是非読んでみて下さい。

この会場の一人でも多くの方が共感し、行動していただければと思います。

拙い話しをご清聴いただきありがとうございました。
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東京民医連 薬害根絶の会 http://www.gaiki.net/yakugai/ykd/tmr-ykk.html


